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平成22年度

予算今年の

お金の使いみち

今年度の当初予算は

70億789万4千円
（一般会計）

町
の
予
算
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
予
算
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
は
、
教
育
や
福
祉
、
道
路
や
公
園
整
備
、
ご
み
の
処
理
な
ど

の
行
政
経
費
の
予
算
で
す
。

特
別
会
計
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
の
た
め
の
特
定

の
収
入
と
支
出
を
処
理
す
る
た
め
の
予
算
で
す
。
ま
た
企
業
会
計
は
、
当

町
の
場
合
、
水
道
事
業
の
予
算
で
す
。

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
百
十
九
億
二
千
八
百
七
十
九
万
八
千
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
べ
て
５
・
４
％
、
六
億
七
百
九
万
三
千
円
の
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

【各会計別の予算】 

会　計　名 

国民健康保険事業 25億4,620万8千円 5.9％ 

老人保健事業 162万1千円 ▲70.9％ 

後期高齢者医療事業 1億9,854万8千円 12.1％ 

下水道事業 

保険事業 介護
保険
事業 介護サービス事業 

5億9,354万4千円 9.8％ 

小　　計 114億3,429万8千円 5.6％ 

水道事業 4億9,450万円 0.7％ 

小　　計 4億9,450万円 0.7％ 

合　　計 119億2,879万8千円 5.4％ 

住宅新築資金等貸付事業 837万7千円 ▲69.9％ 

10億7,265万8千円 7.3％ 

544万8千円 3.3％ 

一　般　会　計 70億789万4千円 5.1％ 

予　算　額 前年度比 

企
業
会
計 

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計 
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一般会計　歳入 ７０億７８９万４千円 

自主財源 

38.1％ 依存財源 

61.9％ 

地方譲与税など4.0％ 
（▲7.1％） 

2億7,726万3千円 

町税30.6％ 
（▲6.0％） 

21億4,171万3千円 

分担金・使用料 
など4.1％ 
（▲7.3％） 

2億9,045万4千円 

諸収入など3.4％ 
（186.5％） 

2億3,571万6千円 

地方交付税34.2％ 
（1.7％） 

23億9,700万円 

国県支出金13.9％ 
（57.0％） 

9億7,454万8千円 

町債9.9％ 
（37.8％） 
6億9,120万円 

〔歳入の種類〕 

◆町　税……町民税や固定資産税など町民のみなさんか

　らの税金 

◆分担金・使用料など……特定の事業の経費に充てるた

　め、その事業の受益者などが負担するお金 

◆地方交付税……国が市町村の財政状況に応じて交付す

　るお金 

 

◆国県支出金……町の特定事業のために国や県から支出

　されるお金 

◆町　債……建設事業など、将来の町民にも建設費用を

　負担してもらった方が公平であると考えられる事業の

　資金調達のために借り入れるお金 

※％は構成比、（　　 ）は前年度比 

町民一人当たりの歳入一般会計予算 

地方譲与税・交付金 1万1,359円 

　地方譲与税 2,252円 
　地方消費税交付金 5,841円 

町　　　税 8万7,732円 

　町民税 5万　152円 
　固定資産税 3万2,076円 
　たばこ税 4,174円 

分担金及び負担金 3,746円 

　保育所保育料 3,399円 

そ　の　他 9,655円 

　不動産売払 8,095円 

使用料及び手数料 8,152円 

　幼稚園使用料 974円 
　町営住宅使用料 2,719円 
　ごみ処理手数料 2,454円 

地方交付税 9万8,189円 

　普通交付税 8万5,859円 
　特別交付税 1万2,330円 

国庫支出金 2万1,788円 

町　　　債 2万8,314円 

　子どもに 1万5,784円 
　障害福祉に 4,996円 

県 支 出 金 1万8,133円 

　子どもに 3,287円 
　障害福祉に 2,593円 
　選挙関係に 556円 
　医療費に 1,549円 

28万7,068円 
町民一人当たりの 
予算額は 

平成22年1月1日現在の 
人口（24,412人）で 

算出 
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一般会計　歳出 ７０億７８９万４千円 

目　的　別 

議会費1.2％ 
（▲6.3％） 
8,110万5千円 

総務費12.1％ 
（8.7％） 

8億4,740万3千円 

民生費23.5％ 
（15.8％） 

16億4,686万2千円 

衛生費10.0％ 
（▲7.2％） 

6億9,961万7千円 

土木費4.4％ 
（102.2％） 
3億583万2千円 

消防費4.1％ 
（1.6％） 

2億8,963万4千円 

教育費8.4％ 
（▲3.8％） 

5億8,727万4千円 

その他10.7％ 
（34.2％） 

7億4,683万6千円 

公債費25.7％ 
（▲0.1％） 

18億333万1千円 

〔目的別歳出の種類〕 

◆議会費……議会の活動に要する経費 

◆総務費……庁舎の管理、戸籍、統計、徴税、選挙など

　役場を運営するための全般的な経費 

◆民生費……子どもや高齢者、障害者への福祉などに要

　する経費 

◆衛生費……健康診断や予防接種、ゴミの回収処理など

　に要する経費 

 

◆土木費……道路や公園、区画整理やまちづくりに要す

　る経費 

◆消防費……消防や救急、防災などに要する経費 

◆教育費……小・中学校の教育施設や文化の向上などに

　要する経費 

◆公債費……借入金の返済に要する経費 

※％は構成比、（　　 ）は前年度比 

町民一人当たりの目的別歳出一般会計予算 

公債費 

民生費 

総務費 

議会費 

消防費 

教育費 

衛生費 

土木費 

その他 

○借入金の償還に 7万3,871円 

○予備費、労働、農業、商業の振興に 1万595円 

○高齢者や児童の福祉に 8万1,023円 
　後期高齢者医療制度に 8,738円 
　老人福祉に 2,869円 
　障害福祉に 10,564円 
　国民健康保険事業に 9,360円 
　児童福祉に 35,689円 
　介護保険事業に 6,722円 

○学校、図書館の運営などに 2万4,004円 
　小学校に 5,867円 
　中学校に 4,158円 
　図書館の運営に 1,533円 
　スポーツ振興に 1,399円 

○病気予防、ごみ処理、し尿処理などに 
 2万8,659円 
　病気予防に 4,672円 
　静香苑環境衛生組合の運営に 4,333円 
　ごみ処理に 15,488円 
　し尿処理に 3,659円 

○道路、下水道の整備などに 1万9,017円 
　道路、街路の整備に 7,529円 
　下水道事業に 6,489円 
　公園の整備に 826円 
　公営住宅の管理に 1,628円 

○選挙、庁舎の管理、電算経費などに  
 3万4,606円 
　参議院議員選挙に 577円 
　町税の課税、徴収に 4,947円 

○消防活動、防災のために 1万1,971円 
　西和消防組合の運営に 10,710円 
　町消防団の運営に 1,069円 

○町議会運営のために 3,322円 

28万7,068円 
町民一人当たりの 
予算額は 

平成22年1月1日現在の 
人口（24,412人）で 

算出 
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平成22年度　主要事業 

○土地開発公社 
健全化事業 
5,000万円 

土地開発公社の健全化を図
るため、当該借入金に対す
　る利子補給を行います。 

○公有財産管理台帳 
デジタル化事業（新規） 

2,915万7千円 

新公会計基準に対応するた
め、町が保有する公有財産
に関する土地・家屋を調査 
整理し、公有財産管理台帳
　を電子化します。 

○コールセンター 
業務委託料 
1,090万3千円 

平成21年より引き続き、町
税等コールセンターを設置
し、税金の未納者に電話に
よる未納のお知らせ、納税
　の督促を行います。 

○町営第２住宅 
耐震診断事業 
1,078万2千円 

地震による破砕・倒壊を未
然に防ぎ、町民の生命・財
産を保護するため耐震診断
　を実施します。 

○学童保育 
2,249万2千円 

町直営の学童保育所につい
て、「子育て支援」の観点か
ら厚生労働省のガイドライ
ン基準よりも多く児童数を
　受け入れます。 

○し尿収集運搬 
業務委託事業（新規） 

120万円 

公共下水の普及による汲み
取り世帯の減少に伴い、経
費削減のため、し尿汲み取
　り収集業務を委託します。 

○土地開発公社 
健全化事業 

1億1,690万6千円 
土地開発公社の健全化を図
るため供用済土地の買い戻
しを行い、早期に健全化が
　図れるようにします。 

○肺がん検診（新規） 
15万8千円 

日本におけるがんによる死
亡数トップである肺がんを
早期に発見治療を目的とし
て検診を実施します。 

平成22年９月10日実施　 
対象者　40歳以上 
内　容　胸部レントゲン撮影、 
　　　　喀痰検査（希望者、必要な方） 
　　　　自己負担金あり、 
　　　　生活保護世帯は無料 

塵芥処理施設用地購入 
　場所　香芝市上中514-5、516-1、517-1、518-2 
　面積　723.14㎡ 

滝川13号線用地購入 
　場所　滝川台1丁目3110番17　他３筆 
　面積　266.27㎡ 

住環境整備事業用地購入 
　場所　大字上牧3952番1 
　面積　119㎡ 

平成22年度の予算を実施するに当たり、皆さんにそ

の概要を説明させていただきます。

上牧町は、平成20年度決算で「早期健全化団体」と

なり、大変厳しい財政状況の中で、初めての予算編成

となりましたが、今できること、やらなければならな

いことを一つづつ確実に行っていきたいと考えていま

す。

まず、平成22年度一般会計予算ですが、昨年度に比

べて1.2％の増となりました。

歳入では、個人住民税及び、地方譲与税、各交付金に

ついては昨年度より、減収となる見込です。そのため、

自主財源の要である税の収入確保は財政再建中の本町

にとって極めて重要であることから、税収の確保と徴

収率の引き上げ対策として、奈良県個人住民税滞納整

理室から職員3名の派遣を受け、協働徴収事業を実施し、

担税力がありながら納税に応じない滞納者に預金・給

与・不動産等の財産調査・差し押え・換価を積極的に

行い税収確保を行いたいと考えております。

歳出では、子育て支援としての学童保育については、

両親が安心して働ける環境造りの為の学童保育に対す

るニーズが非常に高まっており、すべての学童が希望

する学童保育所に入所できるようにします。

保健事業では、健康の保持・増進を図るため平成22

年度より新たに肺がん検診を実施することにしました。

事務事業の整理合理化として、今まで直営で行って

おりましたし尿汲み取り業務について、下水道の普及に

よる汲み取り件数の激減により、非常に非効率となって

いる為、民間委託に切り替えました。

安心安全の町づくりとして、IS値0.3以下のすべての

学校施設について耐震化工事を進めてきましたが、こ

れを今年度でしっかり完成させたいと考えております。

土地開発公社の健全化につきましては、財政問題特

別委員会で承認いただいております、公社の損失金の

補填と致しまして5,000万円、及び公社の経営の健全化

に関する計画でお示ししております供用済みの土地の

買戻しについても、計画どおり予算措置しました。

上 牧 町 長

今 中 富 夫

町長あいさつ
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上
牧
町
婦
人
会
（
梶
野
洋
子
会

長
）
で
は
３
月
19
日
に
中
央
公
民

館
で
「
認
知
症
予
防
」
の
出
前
講
座

を
ひ
ら
き
ま
し
た
。

急
速
に
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

健
康
に
不
安
を
感
じ
る
人
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
「
日
常
生

活
の
健
康
づ
く
り
」
「
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
に
つ
い
て

町
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
講
師
を
招
き
講
義
を
受
け
た

後
、
手
軽
に
出
来
る
体
操
の
指
導

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会
の
中
で
は
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
突
然
や
っ
て
く
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
痴
呆
症
は
生

活
習
慣
の
改
善
や
早
期
発
見
・
早

期
対
応
に
よ
り
そ
の
進
行
を
遅
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
互
い
に
心
と
体
の
健
康
に
気

を
つ
け
て
助
け
合
い
、
ふ
れ
あ
い
、

す
こ
や
か
に
生
き
る
事
が
大
切
と

皆
さ
ん
熱
心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

婦
人
会
で
は
今
回
の
事
業
が
、

健
康
の
維
持
・
看
護
予
防
に
つ
な

が
れ
ば
と
願
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

婦人会が

認知症予防の講座開講

４
月
４
日
（
日
）
下
牧
自
治
会
（
芳
倉
昭

男
会
長
）
で
は
、
初
期
消
火
訓
練
が
上
牧
町

消
防
団
第
三
分
団
の
協
力
で
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
訓
練
は
地
域
住
民
な
ど
で
助
け
合
う

自
主
防
災
の
一
環
と
し
て
、
近
火
が
発
生
し

て
か
ら
消
防
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
初

期
消
火
に
よ
っ
て
被
害
を
最
小
限
度
に
抑
え

る
こ
と
を
目
的
に
、
消
火
ホ
ー
ス
格
納
庫
か

ら
ホ
ー
ス
を
出
し
、
道
路
に
埋
設
さ
れ
た
消

火
栓
に
接
続
、
想
定
さ
れ
た
火
点
に
向
け
放

水
す
る
ま
で
の
過
程
を
訓
練
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
約
百
三

十
名
の
住
民
が
真
剣
に
見
守
る
な
か
、
消
防

団
員
の
指
導
を
基
に
、
住
民
に
よ
る
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

下牧自治会で

初期消火訓練
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ふ
る
さ
と
納
税
で
町
づ
く
り

自
分
が
生
れ
育
っ
た
上
牧
町
に
貢
献
し

た
い
、
上
牧
町
を
応
援
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
寄

附
と
い
う
形
で
頂
い
た
皆
さ
ん
の
応
援

で
、
「
ふ
る
さ
と
」
や
「
未
来
を
担
う
子

ど
も
」
の
た
め
の
事
業
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
応
援
し
て
い
た
だ
く
事
業
（
寄
附
の
指
定
先
）

①
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
事
業

②
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
に
応
え
る
事
業

③
文
化
・
教
育
の
振
興
事
業

④
公
共
施
設
の
震
災
対
策
事
業

⑤
住
民
自
治
の
熟
成
や
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
ー
の

推
進
事
業

⑥
そ
の
他
、
町
長
が
必
要
と
認
め
た
事
業

▼
申
請
方
法

役
場
総
務
課
窓
口
で
の
書
類

申
請
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
電
子
申
請

▼
税
制
上
の
優
遇

所
得
税
と
所
在
地
の
住

民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
先

総
務
課
　

役
場
内
線
２
２
５
番

ふるさと納税により町づくりに参加されたかた

年　　月 氏名 住所 寄附金額（円）寄附の指定先

匿名 県内 ②5,300平成21年10月

匿名 県内 ⑥50,000平成21年12月

匿名 県外 ④50,000平成21年12月

税
、
滞
納
整
理
を
さ
ら
に
強
化

差
押
え
に
つ
い
て
（
一
問
一
答
）

Ｑ
、
今
回
の
差
押
え
に
つ
い
て
文
句
を
言
い

た
い
。
町
役
場
に
知
人
ら
を
連
れ
て
行
く
。

A
、
代
理
人
が
、
あ
な
た
の
委
任
状
を
持
っ

て
来
ら
れ
た
と
し
て
も
、
原
則
、
弁
護

士
・
税
理
士
の
資
格
を
持
っ
た
か
た
で
な

け
れ
ば
納
税
に
関
す
る
お
話
は
出
来
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く

だ
さ
い
。

財
産
調
査
に
つ
い
て

徴
収
職
員
（
地
方
税
法
上
は
、
徴
税
吏
員

と
い
う
名
称
）
に
質
問
・
検
査
の
権
限
（
国
税

徴
収
法
一
四
一
条
）
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
質
問
・
検
査
は
、
主
に
そ
の
滞
納
者

に
納
税
に
必
要
な
資
力
が
本
当
に
あ
る
の
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
情
報
を
言
い
、
そ

れ
を
判
断
で
き
る
の
は
財
産
調
査
だ
け
で
す
。

分
納
等
納
付
の
際
に
は
、
財
産
調
査
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
税
・
納
付
に
よ
り
築
く
信
用
、

滞
納
・
滞
納
処
分
に
よ
り
失
う
信
用

町
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
納
付
に
関
す
る
相
談
は
、
早
い
目
に

徴
収
課
へ

町
で
は
11
月
よ
り
電
話
（
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
）
に
よ
る
町
税
な
ど
の
督
促
業
務
を
、
ま

た
４
月
よ
り
県
個
人
住
民
税
滞
納
整
理
室
と

の
協
働
徴
収
強
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先

徴
収
課
　

役
場
内
線
１
２
５
・
１
５
５
番

町
議
会
は
５
月
10
日

第
一
回
上
牧
町
議
会
臨
時
議
会
を
５
月
10

日
（
月
）
に
開
会
し
ま
す
。

▼
問
合
先

議
会
事
務
局
　

役
場
内
線
３
０
４
番

町
役
場
人
事
異
動

町
役
場
で
は
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。（

）
は
旧
職

【
部

長

級
】

▼
教
育
部
長

青
木
俊
一
（
会
計
管
理
者
）

【
課

長

級
】

▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

池
内
利
昭
（
地

域
活
性
課
長
）
▼
保
険
年
金
課
長

五
藤
博

行
（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）
▼
会
計

管
理
者

山
谷
宏
仁
（
会
計
課
長
補
佐
）
▼

土
地
開
発
公
社
局
長

吉
川
師
郎
（
保
険
年

金
課
長
）

【
主

幹

級
】

▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主
幹

勇
川
善
彦

（
都
市
整
備
課
）

【
課
長
補
佐
級
】

▼
総
務
課
長
補
佐

脇
屋
良
雄
（
総
務
課
係

長
）
▼
個
人
住
民
税
滞
納
整
理
室

松
井
真

文
（
徴
収
課
長
補
佐
）
▼
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
長
補
佐

今
西
奉
史
（
地
域
活
性
課
長
補

佐
）
▼
第
一
保
育
所
長

西
浦
千
都
子
（
第

一
保
育
所
主
任
）
▼
学
童
保
育
所
長

池
内

登
喜
子
（
福
祉
課
係
長
）
▼
上
牧
幼
稚
園
長

尾
崎
和
代
（
上
牧
幼
稚
園
教
頭
）
▼
上
牧
幼

稚
園
教
頭

井
田
昌
子
（
上
牧
幼
稚
園
総
括

主
任
）

【
係

長

級
】

▼
環
境
課
係
長

玉
置
宏
勝
（
環
境
課
主
査
）

▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
係
長

杉
浦
俊
行

（
都
市
整
備
課
係
長
）
▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

係
長

福
西
　
誠
（
地
域
活
性
課
係
長
）
▼

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
係
長

松
井
良
明
（
教

育
総
務
課
主
査
）
▼
住
宅
土
地
管
理
課
係
長

多
口
　
進
（
都
市
整
備
課
係
長
）
▼
教
育
総

務
課
係
長

塩
野
哲
也
（
秘
書
課
係
長
）

上牧町にご寄附いただき、厚くお礼を申し上げます。

寄附された皆様のご期待に添えるような行政運営を

行ってまいりたいと考えておりますので、今後ともよ

ろしくお願いします。
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可
燃
ゴ
ミ
の
収
集
日

変
わ
っ
て
い
ま
す

４
月
１
日
か
ら
、
可
燃
ゴ
ミ
の
収
集
日
が

変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー
に
伴
い
、

月
・
木
曜
日
の
収
集
地
域
の
収
集
回
数
が
年
間

約
七
回
少
な
く
、
公
平
化
を
図
る
た
め
実
施
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
可
燃
ゴ
ミ
の
収
集
体
制
は
一
年

毎
に
変
更
を
行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
の
で
、

毎
年
お
配
り
し
て
い
る
ゴ
ミ
カ
レ
ン
ダ
ー
を
十

分
ご
確
認
の
う
え
、
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
変
更
内
容

・
今
ま
で
可
燃
ゴ
ミ
の
収
集
日
が
月
・
木
曜

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

の
出
張
徴
収
を
し
ま
す

固
定
資
産
税
と
軽
自
動
車
税
の
出
張
徴

収
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

出
張
徴
収
日
程

●
新
町
地
区

▼
と
き
・
と
こ
ろ

５
月
27
日
（
木
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
。

新
町
第
一
公
民
館

●
下
牧
地
区

▼
と
き
・
と
こ
ろ

５
月
27
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
。

下
牧
文
化
会
館

●
南
上
牧
地
区

▼
と
き
・
と
こ
ろ

５
月
28
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で
。

南
上
牧
公
民
館

●
松
里
園
地
区

▼
と
き
・
と
こ
ろ

５
月
28
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
。

松
里
園
公
民
館

当
日
不
都
合
な
か
た
や
出
張
徴
収
該
当

地
区
以
外
の
地
区
の
か
た
は
、
徴
収
課
ま

た
は
片
岡
台
出
張
所
の
ほ
か
、
各
金
融
機

関
窓
口
で
ど
う
ぞ
。

▼
金
融
機
関

り
そ
な
・
南
都
・
三
菱
東
京

Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・
近
畿
大

阪
・
第
三
銀
行
の
各
本
支
店
、
奈
良
中
央

信
用
金
庫
・
大
和
信
用
金
庫
、
奈
良
県
農

業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

▼
納
期
限

５
月
31
日
（
月
）

▼
問
合
先

徴
収
課
　

役
場
内
線
１
５
０
番

日
だ
っ
た
地
域
は
火
・
金
曜
日
の
収
集
に
な

り
ま
す
。

（
下
牧
二
か
ら
七
丁
目
・
友
が
丘
・
緑
ヶ
丘
・

服
部
台
・
北
上
牧
・
米
山
台
・
南
上
牧
・
プ

レ
ス
テ
ア
ー
バ
ン
・
松
里
園
・
五
軒
屋
・
葛

城
台
・
三
軒
屋
の
一
部
）

・
今
ま
で
可
燃
ゴ
ミ
の
収
集
日
が
火
・
金
曜

日
だ
っ
た
地
域
は
月
・
木
曜
日
の
収
集
に
な

り
ま
す
。

（
片
岡
台
・
桜
ヶ
丘
・
滝
川
台
・
ゆ
り
が
丘
・

新
町
・
三
軒
屋
の
一
部
・
下
牧
一
丁
目
）

曜
日
を
誤
っ
て
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
回
収
出

来
ま
せ
ん
の
で
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

環
境
課
　

役
場
内
線
１
４
０
番

個
人
情
報
の
運
用
状
況

上
牧
町
で
は
、
個

人
情
報
保
護
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
二
十
一
年
四
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

二
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
の
運
用
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▼
問
合
先

総
務
課

役
場
内
線
２
０

７
番

実施機関
事務届出

件　　数

開示請求

件　　数 開　示 一部開示 非開示 処理中

目的外利

用の状況

処　　理　　の　　状　　況

１ 個人情報を取り扱う事務の届出状況及び開示請求等の処理状況　 （単位　件）

取下げ

訂正請求件数

削除請求件数

利用等中止請求件数

不服申立て件数

合　　計

0

0

0

0

0

２ 個人情報（自己情報）の訂正、削除及び利用等の
中止の請求状況並びに不服申立て状況 （単位　件）

情
報
公
開
の
請
求
状
況

上
牧
町
で
は
、
情

報
公
開
制
度
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
平
成

二
十
一
年
四
月
一
日

か
ら
平
成
二
十
二
年

三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
の
請
求
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
先

総
務
課

役
場
内
線
２
０

７
番

実施機関
開示請求

件　　数 開　示 一部開示 非開示 却　下 処理中
取下げ

処　　理　　の　　状　　況

１ 公文書開示請求の件数及び処理の状況　　　　　　　　　　（単位　件）

却　下

0

棄 却

0

一部認容

0

認　容

0

計

0 0 0

取
下
げ

審
査
中

不
服
申
立
て

件
数

0

処　　理　　の　　状　　況

２ 不服申立ての件数及び処理の状況　　　　　　　 （単位　件）

町　長 229

4

97

10

1

7

1

17

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0

0

1

0

0

0

2

0

議　会

教育委員会

選挙管理
委員会

監査委員

農業委員会

固定資産評価
審査委員会
水道事業
管理者
上牧町土地
開発公社

町　長 5 3 1 1

0 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

11

0

0

0

0

0

0

0

11

0

0

0

0

0

0

0

議　会

教育委員会

選挙管理
委員会

監査委員

農業委員会

固定資産評価
審査委員会
水道事業
管理者
上牧町土地
開発公社
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人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。

昭
和
23
年
に
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け

ら
れ
、
翌
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地

域
住
民
の
中
に
あ
っ
て
国
民
の
基
本
的
人
権

を
擁
護
す
る
機
関
で
あ
る
人
権
擁
護
委
員
制

度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
22
年
度
の
啓
発
活
動
重
点

目
標
をみ

ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜

と
定
め
、
21
世
紀
が
「
人
権
の
世
紀
」
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
、
す
べ
て
の

人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
相
互
に
共
存
し

得
る
平
和
で
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た

啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

こ
の
日
を
記
念
し
て
、
６
月
１
日
を
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
よ
り
多
く
の

か
た
に
制
度
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
全

国
一
斉
特
設
人
権
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
と
　
き

６
月
１
日
（
火
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館

相
談
室

▼
担
　
当

人
権
擁
護
委
員

▼
内
　
容

人
権
問
題
全
般

▼
問
合
先

福
祉
課
　

役
場
内
線
１
４
５
番

ヨ
ガ
教
室
を
開
催

上
牧
町
体
育
協
会
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
教

室
と
し
て
広
く
住
民
の
み
な
さ
ん
に
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
ヨ
ガ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

６
月
２
日
（
水
）
か
ら
10
月
13
日

（
水
）
ま
で
の
間
に
十
二
回
開
催
。

午
前
10
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

役
場
西
館
三
階

集
会
室

▼
対
象
者

町
内
在
住
・
在
勤
の
か
た

▼
定
　
員

二
十
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

５
月
18
日
（
火
）
か
ら
25
日

（
火
）
ま
で
の
間
に
、
町
立
第
一
・
二
体
育

館
に
て
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
体
育
館
は
月
曜
日
が

休
館
日
で
す
。）

▼
問
合
先

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

78
ー
０
１
１
８

脳
の
健
康
教
室
学
習
会
を
開
催

学
習
者
と
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

☆
学
習
者
募
集

読
み
書
き
（
音
読
）
・
簡
単
な
計
算
の
教

材
を
使
っ
て
高
齢
者
の
認
知
症
予
防
に
繋
げ

る
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

６
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
。

毎
週
火
曜
日

全
二
十
四
回
開
催
。

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
の
三
十
分
程
度

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館

保
健
指
導
室

▼
募
集
人
数

三
十
名

▼
対
象
者

六
十
五
歳
以
上
の
か
た
で
毎
週

一
回
教
室
へ
の
参
加
と
毎
日
十
分
程
度
自

宅
で
の
学
習
が
可
能
な
か
た
。

▼
費
　
用

無
料

▼
申
込
方
法

５
月
６
日
（
木
）
午
前
８
時

30
分
か
ら
、
電
話
か
生
き
活
き
対
策
課
窓

口
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

☆
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

こ
の
学
習
教
室
の
運
営
（
学
習
者
へ
の
助

言
・
指
導
）
を
手
伝
っ
て
下
さ
る
学
習
サ
ポ

ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
者

高
齢
者
の
心
身
の
健
康
増
進
に

理
解
の
あ
る
か
た

▼
活
動
内
容

６
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま

で
の
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
正
午

ま
で
。
事
前
に
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会
に
参

加
し
て
頂
き
、
指
導
方
法
を
学
ん
で
い
た

だ
き
ま
す
。

サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会
は
５
月
25
日
（
火
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
30
分
に
行
い
ま
す
。

▼
謝
　
礼

一
回
四
百
円

▼
募
集
人
員

十
名

▼
応
募
方
法

５
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
電
話

で
生
き
活
き
対
策
課
窓
口
（
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

０
７
４
５
ー
79
ー
２
０
２
０

布
ぞ
う
り
作
り
教
室

参
加
者
募
集

昨
年
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
が
あ
り
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
「
布
ぞ
う
り
作
り
」
の
教
室
を
今

年
も
開
催
し
ま
す
。
布
ぞ
う
り
作
り
の
指
導
は
、

す
こ
や
か
サ
ポ
ー
タ
ー
会
員
が
行
い
ま
す
。

▼
と
　
き

５
月
19
日
（
水
）
・
20
日
（
木
）

の
二
日
間
。
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。

二
日
間
と
も
参
加
し
て
頂
き
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館

保
健
指
導
室

▼
募
集
人
数

二
十
名

▼
費
　
用

百
円
（
材
料
費
）

▼
持
ち
物

着
物
や
シ
ャ
ツ
な
ど
の
古
着
、

は
さ
み
、
二
十
セ
ン
チ
の
も
の
さ
し

▼
申
込
方
法

５
月
６
日
（
木
）
午
前
８
時

30
分
か
ら
、
電
話
か
生
き
活
き
対
策
課
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

０
７
４
５
ー
79
ー
２
０
２
０

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

参
加
者
募
集

中
央
公
民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
文
化
教

室
で
は
、
新
し
く
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

を
開
催
し
ま
す
の
で
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

▼
と
　
き

第
二
・
四
木
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
正
午
ま
で
。

▼
対
象
者

十
五
歳
以
上
の
町
内
在
住
・
在

勤
者
で
七
割
以
上
出
席
出
来
る
か
た

▼
募
集
人
員

十
名
（
先
着
順
）

▼
費
　
用

材
料
費
な
ど
は
実
費
負
担
（
一

作
品
二
千
円
程
度
。
白
木
・
用
具
含
む
）

▼
申
込
方
法

５
月
２
日
（
日
）
か
ら
８
日

（
土
）
ま
で
の
間
に
中
央
公
民
館
窓
口
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
電
話
で
の
申
込
は

出
来
ま
せ
ん
。）

▼
問
合
先

中
央
公
民
館
　

76
ー
３
６
１
０



皆さんは「健康手帳」をご存知ですか？今回

は健康手帳についてお話しします。

町では毎年、年度始めに40歳になられるか

たに健康手帳を郵送しています。40歳以上の

かたはすでに健康手帳をお持ちだと思います

が、手元にあるか今一度確認してみてください。

健康手帳には、ご自身の健康状態を記録して

いくページがたくさんあります。特定健康診査

や各種検診の記入、身長・体重・血液検査デー

ター・血圧、薬の名前や服用歴などが記入でき

ます。その時の健康状態を書き込んでいくこと

によって、自分自身の過去・現在の健康状態が

一目でわかるようになっています。

また、記録を医師に見せることで、診察や治

療もスムーズになります。健康づくりのポイン

トや検査データーの見方も載っていますので、

検診後に参考にしていただけます。

町では特定健康診査、各種がん検診、歯周病

疾患検診、肝炎ウィルス検診など生活習慣病予

防のために大切な検診を実施しています（詳細

は毎月の広報でご確認ください）。健康の維

持・増進のためには生活習慣病など、さまざま

の病気にかからないように、ふだんから予防に

努めたいものです。そのためには、年に１度は

健診を受け、生活習慣の改善などが必要なとき

には積極的に保健指導を受けましょう。

検診を受けるときや健康教室などに参加した

り、保健指導や健康相談などを受けるときには、

必ず「健康手帳」をお持ちください。

40歳以上のかたで、健康手帳をお持ちでな

いかた、または検診などの記録が一杯になった

かたで、新しい健康手帳が必要なかたは2000

年会館、役場保険年金課、片岡台出張所でお渡

ししていますので、ぜひご活用ください。

歯周病検診は無料で受ける事が出来ます。

いつまでもきれいな歯でいたいとは誰もが願

うことです。80歳で20本の歯を保つためには、

歯周病予防、早期発見が大切です。是非歯周病

検診を受けましょう。

対象者は40歳から50歳、60歳・70歳のかた。

期間は来年３月31日まで。

実施医療機関は、上牧・王寺町内の歯科医院。

（病院で町の歯周病検診を受けたいと伝えてく

ださい。）

●
健
康
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
●

10
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集
団
婦
人
検
診
（
乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
）
を
実
施

▼
と
　
き

５
月
18
日
（
火
）

・
乳
が
ん
か
子
宮
が
ん
の
ど
ち
ら
か
を

検
診
さ
れ
る
か
た

午
後
１
時
か
ら
１
時
30
分
ま
で
と
午
後

２
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で
の
ど
ち
ら
か

・
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
の
両
方
を
検
診

さ
れ
る
か
た

午
後
１
時
30
分
か
ら
２
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館

集
団
検
診
室

▼
対
象
者

（
乳
が
ん
検
診
）

四
十
歳
以
上
で
誕
生
の
年
が
西
暦
　

偶
数
年
生
ま
れ
の
か
た

（
子
宮
が
ん
検
診
）

二
十
歳
以
上
で
誕
生
の
年
が
西
暦

偶
数
年
生
ま
れ
の
か
た

▼
検
査
法

（
乳
が
ん
検
診
）

視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
子
宮
が
ん
検
診
）

頚
部
細
胞
診
、
内
診

▼
定
　
員

先
着
順

（
乳
が
ん
検
診
）
五
十
名

（
子
宮
が
ん
検
診
）
百
名

▼
費
　
用

自
己
負
担
金
千
円
。（
七
十

五
歳
以
上
の
か
た
は
五
百
円
で
す
。

生
活
保
護
世
帯
の
か
た
は
自
己
負
担

金
免
除
申
請
を
生
き
活
き
対
策
課
窓

口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。）
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●問合先：生き活き対策課 79-2020 2000年会館内

●問合先：生き活き対策課 79-2020
●ところ：2000年会館内

時間は午前９時から午後５時です。
５月12日（水）・26日（水）・27日

（木）の午後は健診などで混み合い

ます。

★妊婦さんあつまれ【要予約】
とき・内容：２回開催

５月11日（火）助産師のお話

６月８日（火）お友達づくり、栄養

の話

午後１時30分から２時30分まで

対象者：妊娠されているかた。

持参品：母子健康手帳

午後１時から１時30分まで受付

（健診開始は午後１時30分より）

対象者には個人通知します。

★乳児健康診査
と　き：５月26日（水)

対象者：平成21年12月16日から22

年１月26日生まれ。

★３歳児健康診査
と　き：５月27日（木)

対象者：平成18年11月23日から12

月27日生まれ。

★乳児相談
と き：５月11日（火）

午後１時30分から３時まで受付

対象者：１歳になるまでの乳児

内　容：計測、相談（栄養・育児）。

午後２時から２時30分は保育士

によるふれあい遊び、保健師の

お話、交流会を行います。

（交流会の間、計測は中断します）

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：５月28日（金）

午前９時から11時までと午後１

時30分から３時まで受付

対象者：１歳から就学前までの幼児

内　容：計測、相談（栄養・育児）

持参品：母子健康手帳

★成人健康相談
と　き：５月28日（金)

糖尿病・高血圧・高脂血症・禁

煙などの相談。また、生活習慣を

改善したいかたは、何でもお気軽

にご相談ください。【要予約】

午前９時から11時30分までと

午後１時30分から４時まで受付

プレイルーム利用日について

と　き：５月12日（水)

午後１時20分から２時20分まで受付

対象者：生後３か月から７歳６か月

未満でまだ２回接種していないか

た。未接種の兄弟がいるかたはな

るべく一緒に接種してください。

持参品：母子健康手帳、印鑑、予診票

昭和50年から52年生まれの

成人ポリオも同時にしています。

費　用：自己負担金1,000円

持参品：印鑑と生年月日のわかる保

険証、免許証など（当日、同意書

と予診票を会場で記入していただ

きます。）母子健康手帳をお持ち

のかたは持参してください。お持

ちで無いかたは接種済証をお渡し

します。

※発熱者、下痢をしているかた、妊

娠しているかたは接種出来ません。

▼
申
込
方
法

５
月
10
日
（
月
）
の
午
前

８
時
30
分
か
ら
電
話
か
生
き
活
き
対

策
課
窓
口
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

今
年
度
は
乳
が
ん
検
診
は
６
・

７
・
11
月
に
、
子
宮
が
ん
検
診
は
11

月
に
も
同
じ
定
員
で
実
施
予
定
で
す
。

い

き

い

き

教

室

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
方
法
を
み
ん
な
で
学
び
、
こ
こ
ろ

豊
か
に
過
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
内
容

・
５
月
31
日
（
月
）

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
。

ス
ト
レ
ス
の
原
因
に
気
づ
き
ま
し
ょ
う

・
６
月
７
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で
。

自
律
訓
練
法
な
ど
の
簡
単
な
実
技
と
講
義

・
６
月
14
日
（
月
）

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
。

ス
ィ
ー
ツ
を
作
っ
て
食
べ
て
、
ス
ト
レ

ス
解
消
。
楽
し
く
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

（
材
料
費
の
み
自
己
負
担
）

・
６
月
21
日
（
月
）

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
。

ヨ
ガ
の
実
践

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館

集
団
検
診
室

▼
申
込
方
法

５
月
12
日（
水
）
午
前
８
時
30
分
よ
り
、

電
話
か
生
き
活
き
対
策
課
窓
口
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
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消費生活相談：電話･面談とも
毎週火曜日の午後１時～５時　　　　　

／役場１階相談室／ 76ー1001
毎週木曜日の午前８時30分～午後０時30分

消費生活相談員

山口 知香

「
未
公
開
株
」「
私
募
債
」「
フ
ァ
ン
ド
（
組
合
な

ど
）」
の
取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
、
た
く
さ

ん
発
生
し
て
い
ま
す
。「
絶
対
儲
か
る
」「
絶
対
損

は
し
な
い
」「
高
配
当
」
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
魅
力

的
に
感
じ
る
言
葉
に
ま
ど
わ
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
う
ま
い
儲
け
話
は
、
そ
う
そ
う
な
い

こ
と
を
常
に
頭
に
入
れ
て
行
動
し
た
い
も
の
で

す
。
実
際
に
投
資
を
行
う
か
の
判
断
は
、
取
引
内

容
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
行
う
こ
と
が
重
要
で

す
。
少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
、
取
引
を
見
合

わ
せ
る
こ
と
も
含
め
て
、
慎
重
に
対
応
す
る
姿
勢

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

詐
欺
的
な
投
資
勧
誘
の
事
例

（
相
談
一
）

ア
フ
リ
カ
で
の
金
採
掘
事
業
へ
の
投
資
を
勧
め

る
電
話
が
し
つ
こ
く
か
か
っ
て
き
て
困
る
。

「
三
百
万
円
の
配
当
が
あ
る
」「
ア
フ
リ
カ
開
発

援
助
に
な
る
」
と
も
言
う
。

・
「
高
額
な
配
当
金
が
得
ら
れ
る
」
と
勧
誘
し
、

出
資
金
を
出
さ
せ
る
手
口
で
す
。「
さ
ら
に
誰
か

を
勧
誘
す
れ
ば
紹
介
料
が
も
ら
え
る
」
な
ど
と
言

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の
人
か
ら
出
資

金
を
集
め
、
最
初
の
う
ち
だ
け
配
当
を
支
払
い
、

結
局
破
綻
し
た
業
者
も
今
ま
で
に
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

（
相
談
二
）

以
前
に
未
公
開
株
を
購
入
し
た
が
、
話
と
ま
っ

た
く
違
い
上
場
し
な
か
っ
た
。
困
っ
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
「
買
い
取
っ
て
あ
げ
る
」
と
話
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
別
の
未
公
開
株
を
購
入
し
て
、
取
引

き
実
績
を
作
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
お
金
を
渡
し
た
。

・
過
去
に
未
公
開
株
を
購
入
し
た
こ
と
の
あ
る
消

費
者
を
狙
っ
て
「
今
度
こ
そ
大
丈
夫
」
と
被
害
回

復
を
う
た
っ
て
消
費
者
を
だ
ま
す
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。「
過
去
の
被
害
を

少
し
で
も
と
り
戻
し
た
い
」
と
い
う
消
費
者
の
心

理
に
付
け
入
る
手
口
で
す
。

ど
ん
な
注
意
が
必
要
？

「
未
公
開
株
」「
私
募
債
」
の
取
引
に
関
す
る
注
意

一
般
的
に
、
幅
広
い
投
資
家
に
「
未
公
開
株
」

や
「
私
募
債
」
の
取
引
の
加
入
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
取
引
の
加
入
を
行

う
こ
と
は
、
法
律
違
反
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
絶
対
に
関
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
フ
ァ
ン
ド
（
組
合
な
ど
）」
の
取
引
に
関
す
る
注
意

法
律
上
、
幅
広
い
投
資
家
に
対
し
て
組
合
な
ど

の
フ
ァ
ン
ド
へ
の
出
資
の
加
入
が
行
え
る
の
は
、

金
融
庁
（
財
務
局
）
の
登
録
を
受
け
た
業
者
に
限

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
以
外
の
者
が
勧
誘
を
行
う
こ
と

は
、
法
律
違
反
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶

対
に
関
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

金
融
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
※
）
で
加
入
を
行
う

業
者
が
金
融
庁
（
財
務
局
）
の
登
録
を
受
け
て
い

る
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
又
、
登
録

を
受
け
て
い
る
業
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
信
用
力

な
ど
が
保
証
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
理
解

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
「
元
本
保
証
」

「
絶
対
に
儲
か
る
」
な
ど
と
説
明
を
し
て
勧
誘
す

る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
覚
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
※=

h
ttp
;//w
w
w
.fsa
,.g
o
.jp

金
融
庁
の
職
員
が
取
引
の
勧
誘
な
ど
に
関
与
す

る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

被
害
の
調
査
な
ど
を
装
っ
て
、
金
融
庁
の
職
員

な
ど
と
名
乗
る
者
が
取
引
の
勧
誘
を
行
う
事
例
も

見
ら
れ
ま
す
。
金
融
庁
な
ど
の
職
員
が
、
こ
の
よ

う
な
取
引
の
勧
誘
な
ど
に
関
与
す
る
こ
と
は
な
い

こ
と
も
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
上
牧
町
消
費
生
活
相
談

▼
と
　
き

毎
週
火
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
　
　
と

毎
週
木
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
０
時
30
分
ま
で

？
？
？
？
？
？
？
？
？

そ
の
「
儲
け
話
」
本
当
に
大
丈
夫
？
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新 刊 紹 介

●
は
図
書
館
の
休
館
日

図書館通信

マイクは死んでも離さない
倉持隆夫著・新潮社

徳光和夫さん推
薦。ジャイアン
ト馬場・ジャン
ボ鶴田が活躍し
た全日本プロレ
スの黄金期に、
数々の実況を担
当した倉持アナ
ウンサー。彼だ
けが知るプロレ
ス中継の舞台裏
を書いた本です。

したのどうぶつえん
あき　びんご著・くもん出版

ブラジルで親から
子へ愛されてきた
人気の絵本です。
楽しい面だけでな
く子どもが悩んだ
時、どう乗り越え
ていくかが書かれ
ています。大人も
一緒に読んでほし
い一冊です。
（児童書）

上野（うえの）動
物園前の駅の下に
降りる階段を降り
ていくとあるらし
い…不思議な動物
園。もうそれだけ
でワクワク。でも
中はもっとすごい
んです。ちょっと
愉快なことば遊び
絵本です。

キケン
有川　浩著・新潮社

成南電気工科大
学機械制御研究
部、略称「機研
（キケン）」。数々
の事件を巻き起
こす主人公たち
ですが、全力で
何かに取り組ん
でいく姿が羨ま
しくなります。
気持のいい青春
小説です。

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（その日が、休館日にあたる時はその翌日も休館）･年末、年始（12／27～１／5） 0745－78－9903

やんちゃなマルキーニョ
ジラルド著・静山社

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

１
２

３

4

５

６

７

8

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

5月

●買い物は県内で！ たばこは町内で買いましょう。

★5月のお話会ピーターパン★

18日（火）

午前10時30分から

８日（土）・22日（土）

午後２時から

本・AV資料は期限内に
返却しましょう。

（
広
告
）

島で空を見ていた
斎藤　潤著・アメーバブックス新社

詳しくは までお電話下さい。 

３月中の西和警察署管内の犯罪発生件数は、

「空き巣などの住宅対象侵入窃盗」が９件、「車上

ねらい、部品ねらい」が28件、「自動車盗」が４件、

「オートバイ・自転車盗」が18件、「自動販売機ねら

い」が０件、「事業所対象侵入窃盗」が16件、それ

ぞれ発生しています。

３月中の犯罪発生概況

新書で人気の旅
作家、最新の書
き下ろし。旅の
目的はただ一つ
かもしれません
が、旅の楽しみ
方は無限にあり
ました。旅の楽
しみ方を教えて
くれる一冊です。

◆上牧町ホームページ◆
・http://www1.ocn.ne . jp/̃kanmaki/

・Eメール kanmak i＠p l um .ocn . ne . j p

警察官等を騙った詐欺に警警戒戒をを！！！！
大阪府内で、警察官を名乗って電話をかけ、巧みに相手

を騙し、預金通帳やキャッシュカードを騙し取り、口座か
ら現金を引き出す詐欺被害が発生しました！

特に、１人暮らしの高齢者・女性が狙われています！！

被害に遭わないために
１、警察官が電話で暗証番号を聞き出したり、キャッシュカー

ドを直接回収することは絶対にありません。
２、疑問に思ったら、電話帳などで番号を調べた上で警察や
銀行に相談、確認をして下さい。

３、電話でお金を振り込むよう、または送金するよう指示され
た場合は、まず詐欺と疑って必ず警察に相談して下さい。
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地域密着型で効率的な広告

お店の広告は広報紙で
月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

広報 かんまきかんまき
上牧町役場秘書課　0745－76－1001
掲載料：1枠 1万円／2枠 2万円
（この見本の大きさは１枠です）

見本
広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
広
告

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
紙
面
に
町
の
財
源
確
保
の

一
環
と
し
て
申
し
込
み
順
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
広
告
主
の
利
用
を
特
別

に
推
奨
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
自
身
の

判
断
で
お
願
い
し
ま
す
。

世帯数....................9,663 (－12)

男　性.................11,623 (－45)

女　性.................12,684 (－44)

合　計.................24,307 (－89)
（ ）は前月比

平
成
22
年
３
月
末
日
現
在

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

本紙は再生紙を使用しております。

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）

担　当：弁護士

と　き：2・4・6・8・10・12月の第一水曜日

午後１時～４時

ところ：2000年会館

定　員：先着申込順６名

内　容：各種法律問題全般

申込・問合先：

役場秘書課へ電話で申し込んでください

76ー1001 役場内線298番

☆中南和法律相談センター（奇数月に開催）

担　当：弁護士

と　き：1・3・5・7・9・11月の第二金曜日

午後１時～４時

ところ：2000年会館

定　員：先着申込順６名

内　容：各種法律問題全般

申込・問合先：

奈良弁護士会へ電話で申し込んでください

0742ー22ー2035（相談日の１週　

間前の午前９時30分から申込受付。

当日の申し込みは出来ません）

●行政相談
担　当：行政相談委員

と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時

ところ：2000年会館

内　容：役所の仕事について全般

問合先：秘書課　 役場内線222番

●人権相談
担　当：人権擁護委員

と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時

ところ：2000年会館

内　容：人権問題全般

問合先：福祉課　 役場内線145番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員

と　き：毎週火曜日 午後1時～5時

毎週木曜日 午前8時30分～午後0時30分

（上記共、祝日は除く）

ところ：役場１階の相談室

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題

問合先：秘書課　 役場内線222番

●教育相談
担　当：学校指導主事

と　き：毎週火曜日　午後１時30分～４時

相　談：電話による相談　 役場内線119番

内　容：教育問題全般

問合先：教育総務課　 役場内線119番

●スクールカウンセラー教育相談
担　当：スクールカウンセラー

内　容：教育問題全般

ところ：①上牧中学校

と　き：５月７日・21日

６月４日・18日

午前11時～午後５時

申込先：上牧中学校　 76ー5479

ところ：②上牧第二中学校

と　き：５月28日・６月11日

午前11時～午後５時

申込先：上牧第二中学校　 72ー3700

問合先：教育総務課　 役場内線119番


